
　ベアリングやモーターをはじめとする、ミネベアグルー
プの製品は、その多くが部品としてお客様の製品内に組
み込まれ、その存在はほとんど外からは見ることができ
ません。しかし、さまざまな製品に組み込まれる部品だか
らこそ、有害な環境負荷物質を含まない安全な製品であ
ることや、省エネルギー、省資源、長寿命といった、ライフ
サイクル全体に貢献する製品を提供していくことが重要
であると考えます。

●ミネベアグリーンプロダクツとは
　ミネベアグループの製造、販売する製品は、開発・設計
段階より各国の環境法令やお客様の環境要求事項に従
い、自主的にも製品含有化学物質調査や製品アセスメン
トなどを行っている「環境配慮型製品」です。
　当社グループでは、省エネルギー、地球温暖化防止
への貢献、省資源、循環型社会への貢献などといった観
点から、特に秀でた性能や特徴を持つ製品を「ミネベア
グリーンプロダクツ」として認定すべく、検討を行って
います。

●製品事例：レアアース使用ゼロ磁石を使用した高トルク・
ハイブリッド型ステッピングモーターの開発

　ミネベアグループでは2012年度、ネオジムやジスプロ
シウムといったレアアース（希土類元素）が不使用であ
り、かつ省資源設計でありながら高い磁力を発揮する、強
力磁石を用いた高トルク・ハイブリッド型ステッピングモー

ターを開発しました。
　レアアース使用ゼロ磁石への切り替えを推進すること
で原材料調達の安定化やコスト削減ならびに製品供給の
安定化が見込まれ
ます。また、省資源
を意識した設計に
より、従来よりも磁
石の必要数を半減
させ、使用する銅線
についても、従来の
当社製品より25%
削減することに成
功しました。
●EV走行モーター向け高性能VR型レゾルバの開発
　ミネベアグループは、EV（電気自動車）走行モーター
向けに「高性能VR型レゾルバ」を開発し、納入を開始し
ました。VR型レゾルバは、走行モーターの回転を正確に
制御するために欠かせない角度センサーで、電気自動車
(EV)やハイブリッド自動車（HEV）の電力消費率や走行
性能に大きな影響を与える基幹部品です。
　ミネベアグループは、さまざまな磁場解析技術を駆使
したシミュレーションおよび改良を重ね、その結果、走行
モーターの特性向
上に貢献できる理
想的な巻き線仕様
と、ローター・ステー
ター形状を持つ高
性能VR型レゾルバ
の開発に成功しま
した。

　ミネベアグループは、今後も引き続き社会の具体的な
ニーズを的確に察知し、安全で省エネルギー、省資源に
貢献する製品の開発に取り組んでいきます。
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製品における環境への取り組み
環境報告

Minebea Group  CSR Report  201337

基本的な考え方

ミネベアグリーンプロダクツ

今後の目標・課題

ミネベアグリーンプロダクツ

ミネベアグリーンプロダクツ基準を策定中

環境配慮型製品

製品化

製品の開発・設計

ミネベアの環境配慮設計

1 グリーン調達
2 製品含有化学物質調査
3 環境調和型製品の開発・設計
4 環境法令の遵守
5 お客様要求への対応　　　　 ほか

▶ミネベアグリーンプロダクツ

高トルク・42mmハイブリッド型
ステッピングモーター

VR型レゾルバ

　2013年版レポートでは、昨年度までの報告体系を引き継ぎ

つつ、トップコミットメントにおいて、これまでの「真摯なもの

づくり」というCSR経営のコンセプトをさらに進化させる方

針が打ち出されました。「東京研究開発センター」新設による

製品開発体制の強化など革新的なものづくり像を模索し、時

代と共に変化する社会の期待に応じ続けるというメッセージ

は、ミネベアグループのCSR経営のダイナミズムを感じさせ

てくれます。

　新たな要素として印象的だったのは、グループCSR経営像

にこれまでとは異なる角度から光をあてている特集です。今

回は、本社周辺の地域社会とのダイアログが紹介され、多様

なステークホルダーに真摯に向き合う姿勢を強く感じさせる

とともに、地域と一体となったCSR経営の更なる深化を期待

させてくれます。また、アメリカ・NHBBの事例では、本業と一

体化して実践されるCSR活動を提示することで、グローバル

展開を通じてサステナビリティを着実に組織文化として定着

させてきたグループの強みを改めて示しています。

　継続性の面では、昨年度トピックの進展がフォローされて

いる点が注目されます。昨年焦点を当てたサプライチェーン

への取り組みでは、「CSR調達推進自己チェックシート」によ

る調査が開始されました。また、事業継続に関しても、主要拠

点でのBCP運用開始とともに、その実効性向上のための

BCMの実践が報告されています。これらは、取り組みの着実

な進展を示し、メッセージに一貫性を持たせる意味で大変有

効であると考えられます。

　この他、東日本大震災孤児育英基金の設立を始め多彩な取

り組みが報告されていますが、特筆すべきは、常にグループ

CSR理念との整合性や関係性がきちんと振り返られている

点でしょう。ホームページとの切り分けを進め一段と読みや

すさを増したことと相俟って、非常に高いレベルのコミュニ

ケーションツールに仕上がっていると思います。

　このように、グループのCSR活動を幅広く開示するツール

としては既に完成された感がある一方、各々の側面の重み付

けをどう見せていくかは今後の課題でしょう。統合報告や

GRIガイドライン第4版など国際的な開示フレームワークの

新潮流に鑑みれば、社会的な価値と関連づけながら各テーマ

のマテリアリティ※を明らかにすべき時期が遠からず訪れるも

のと考えられます。既に着手されているグリーンプロダクツ基

準の策定や環境性能の可視化などは、その端緒といえるかも

しれません。

　「新しい形のメーカー」を訴求するなかで引き続き独自性

のあるコミュニケーションを展開されることを期待していま

す。

た情報開示について高い評価をいただきました。これを励み

に今後さらに取り組みの充実を図っていきます。

　今回ご指摘いただきましたCSR活動の側面の重み付けに

つきましては、今後、各ステークホルダーとのコミュニケー

ションを通して重要課題を抽出し、優先順位付けを行った上

で、活動を進めたいと考えます。一朝一夕に達成できるもの

ではありませんが、ご指摘を真摯に受け止め、今後の重要な

テーマとして取り組んでいきます。

　また、2012年度CSR目標の中には未達成のものがあり、

2013年度の課題として認識しております。引き続きCSR活

動の改善を図り、前向きに取り組みを進めてまいります。

ミネベアグループＣＳＲレポートを拝読して
第三者意見

竹ケ原 啓介氏
一橋大学法学部卒業後、日本開発銀行（現株式会社日本政策投資銀行）に
入行。調査部や政策企画部、フランクフルト首席駐在員などを経て、現職。
その他、環境省「環境産業市場規模検討会」委員、「環境成長エンジン研究
会」委員、内閣官房「環境未来都市推進ボード」、「環境未来都市評価・調査
検討会」委員などを務める。

※マテリアリティ：すべてのステークホルダーの期待と、企業の経済・社会・
環境的影響を考慮した上で、取り組むことが重要と思われること。

株式会社日本政策投資銀行
環境・ＣＳＲ部長

竹ケ原 啓介氏

　竹ケ原様には2010年度より継続して重要な課題をご指摘

いただいております。本年度も大変貴重なご意見をいただき

ありがとうございました。

　本年度のCSRレポートでは、当社グループを支える地域社

会との関係をお伝えすべく、2つの特集記事を掲載しました。

また、「CSR調達推進自己チェックシート」による調査の開始

やBCPの推進など、CSR活動の進捗を報告しており、こうし

第三者意見をいただいて

常務執行役員 
財務・コンプライアンス推進部門担当
今仲 政幸




